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主催／一般社団法人 貞山運河ネット、仙台発・文化が息づく大人の情報誌 『りらく』
共催／株式会社 藤崎

2025

水 火8.6 12
藤崎本館７階 催事場

午前10時～午後7時

入場無料
〈金曜・土曜日は午後7時30分閉場、最終日は午後5時閉場〉

会場

後援／東北地方整備局仙台河川国道事務所、宮城県、仙台市、仙台市教育委員会、名取市、名取市
教育委員会、岩沼市、多賀城市、塩釜市、七ヶ浜町、川崎町、河北新報社、読売新聞東北総局、朝日
新聞社仙台総局、日本経済新聞社仙台支局、tbc東北放送、仙台放送、ミヤギテレビ、khb東日本放
送、エフエム仙台、エフエムなとり、仙台商工会議所、宮城県商工会議所連合会

特別協力／伊達家伯記念會　協力／（公財）仙台ひと・まち交流財団

photo by 宍戸清孝



伊達政宗公が遺した貞山運河――
その悠久の流れは、いま、東日本大震災からの復興の象徴として新たな意味を持ち始めています。
「貞山運河ネット」は、この貴重な文化遺産を未来へと受け継ぐために立ち上がった団体です。

子どもたちへ、そして次の世代へ。
政宗公が慶長大地震を乗り越え、

遥か異国へと遣わせた慶長遣欧使節の精神にも光をあてながら、
先人たちの知恵と志に学び未来へつなぐ場として、本展示をお届けします。

運河が語る、復興の物語。
その歴史とともに、私たちは流域の新たな未来を描いていきます。

◆パネル展示
貞山運河や慶長遣欧
使節の歴史、これからの
歩みなどについてパネ
ルでご覧いただけます。

◆写真家・宍戸清孝作品パネル展示
仙台市生まれの写真家・宍戸清孝が撮影した貞山
運河にまつわる写真の数 を々展示します。

◆スペシャルトーク

TEIZAN SHOP

◆入場記念◆

各日 午後２時～（約40～50分）

貞山運河物語展 記念ラベル 宝船 浪の音 「佐々木酒造店」

『りらく』編集長・渡辺祥子が聞き手
となり、政宗公や貞山運河について
の理解を深める講演です。

予約不要

　北は塩竈湾から南は阿武隈川河口まで、仙
台湾に寄り添うように横たわる「貞山運河」は、
江戸時代初期から明治時代半ばにかけて開削
された「木曳堀（こびきぼり）」「御船入堀（おふ
ないりぼり）」「新堀（しんぼり）」という３つの堀
で構成されている。
　総延長は、日本最長の約31.５㎞。松島湾を
挟んで北側に位置する「東名運河」「北上運
河」を含めた運河群として考えると、その総延
長は46.４㎞にも及ぶ。
　貞山運河の「貞山」という名称は、仙台藩初
代藩主　伊達政宗公の法名である「瑞巌寺殿
貞山禅利大居士」に由来する。命名されたのは
意外に新しく、明治時代に入ってからだ。
　明治16年頃から木曳堀、御船入堀、新堀の
大改修が行われた。この工事を指揮した宮城
県の早川智寛土木課長が、一連の運河形成の
端緒となった政宗公の偉業を讃えるために「貞
山堀」と命名。しかし、後にこの名称は改称さ
れる。１８８９（明治22）年に定められた「運河取
締規則」により、宮城県は「貞山運河」を公的
名称とすることにしたのだ。
　貞山運河の歴史は、遥か政宗公の時代まで
遡る。長い年月をかけて築かれた運河の歩み
を辿ってみたい。

仙台藩初代藩主 伊達政宗公の法名を冠する
日本最長の運河

　貞山運河の中で最も古い水の道は、阿武隈川河口から名取
川河口へと至る木曳堀だ。この堀が開削された背景に目を向け
てみよう。
　豊臣秀吉が亡くなり、徳川家康が天下を手中に収めていく中
で、政宗公は本格的な領国経営を意識しはじめる。そして、岩出
山から居城を移すことを願い出る。
　複数あった候補地の中から選ばれたのは、国分氏の旧城・千
代城があった千代だった。いくつもの幹道が集中する交通の要
衝であったこと、名取川水系を利用した舟運が期待できたこと

岩出山から仙台へ
豊かな国づくりをめざし居城と城下町を建設

伊達政宗画像 狩野安信筆／仙台市博物館所蔵

も、千代が選ばれた重要な要因であったと考えられる。
　１６００（慶長５）年12月、新城普請の縄張り始めにあたり、政
宗公は「千代」を「仙台」と改めた。

　入そめて国ゆたかなるみきりとや千代とかきらしせんたいのまつ

　仙台開府当初に詠まれた歌からは、仙台の末永い繁栄を願う
気持ちと、政宗公の国造りにかける意気込みがうかがえる。

パネル見本

貞山運河沿いの企業の商品や政宗公にちなんだ商品が勢ぞろい

動画（抜粋）

ハポン・ハセクラ
後援会

協賛

解説
8月9日（土）・10日（日）・11日（月）
各回 午後１時～（約30分）
熊谷真由 （ドローン空撮家）
「ドローン映像による
 貞山運河のいま～自然と素顔」

◆動画で辿る貞山運河
〈木曳堀〉〈御舟入堀〉〈新堀〉という
３つの堀で構成されている貞山運河
をドローンの空撮映像で辿ります。

こびきぼり おふないりぼり しんぼり

そのほか
関連書籍など

伊達家当主
伊達𣳾宗氏
ご提供の御印

8月9日（土）
佐々木ひとみ
 児童文学作家

親子で学ぼう！
『ようこそ、貞山運河へ
 ～クイズ形式でたどる
　　　　貞山運河』

8月10日（日）
大和田雅人
  一般社団法人

貞山運河ネット 副会長

新たな視点で見る
貞山運河

 『水と政宗の国づくり』

8月11日（月・祝）
平吹喜彦

 東北学院大学名誉教授
 東北学院大学地域総合研究所

客員研究員

よみがえる大地、みどり、
そして恵み……

『貞山運河を縁取る海辺の自然』

NOW
PRINTING

仙台銘菓 伊達絵巻
「菓匠三全」

伊達茶
茶葉・ペットボトル
「茶匠 矢部園」

アクアイグニス 猿田彦珈琲
仙台ブレンド ドリップバッグ「福田商会」

ラプラス笹かま
「佐々直」

支倉焼 
支倉常長パッケージ
「ふじや千舟」

会場内の
来場記念コーナーにて
台紙を受け取り、
〈伊達家宗家〉判を押してもらえば、
記念のしおりに！！
※1日につきおひとり様1枚まで


